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多
様
な
社
会
層
で
あ
る
市
民
の
歴
史
学
習
は
、
現
在
、
多
彩
な
形
態
と
内
容

を
も

っ
て
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
そ
の
現
状
の

一
端
を
視
野
に
、
私
の
さ
さ

や
か
な
体
験
か
ら
の
提
言
を
含
め
て
、
今
日
的
課
題
を
問
い
か
け
た
い
。

市
民
の
学
習
契
機
は
、
余
暇
の

一
部
を
過
去

へ
の
ロ
マ
ン
や
郷
愁
に
託
す
層

か
ら
、
地
域
活
動
や
諸
運
動
参
加
に
よ
る
触
発
な
ど
全
く
多
様
で
あ
る
。
だ
が

過
去
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
確
か
な
視
野
、
深
い
感
動

へ
の
契
機
を
求
め

て
い
る
点
で
は
、
ほ
ぼ

一
致
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

ま
た
日
常
的
に
は
映
像
文
化
や
啓
蒙
書
な
ど
情
報
源
と
し
た
歴
史
文
化
の
受

容
層
で
あ
る
市
民
は
、
住
民
と
し
て
地
域
の
伝
統
的
行
事
や
文
化
事
業

へ
の
参

加
者
、
担
い
手
で
も
あ
る
。

一
般
的
に
、
市
民
の
歴
史
意
識
の
底
辺
に
は
、
旧
来
か
ら
の
郷
土
史
の
視
角
、

成
果
、
評
価
の
影
響
を
多
分
に
含
む
の
も
事
実
で
あ
り
、
研
究
分
野
と
の
関
係

が
問
題
視
さ
れ
る
。

戦
前
の
郷
土
史
で
は
、
国
家
的
秩
序
下
の
地
域
統
合

へ
の
柱
と
し
て
の
郷
土

像
創
出
と
郷
土
愛

へ
の
精
神
的
土
壌
形
成
の
役
割
り
が
前
提
と
さ
れ
、
科
学
的

研
究
と
は
無
縁
な
存
在
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
の
住
民
の
歴
史
学
習
は
、
専
門
的

研
究
に
対
し
、
史
料
提
供
と
成
果
の
受
容
に
お
い
て
奉
仕
的
役
割
を
担
い
つ
づ

け
た
。

特
に
、
天
皇
制
国
家
に
よ
る
科
学
的
史
観
や
自
由
主
義
的
言
論

へ
の
徹
底
的

抑
圧
は
、
永
年
に
わ
た
り
研
究
分
野
と
国
民
の
関
係
を
絶
ち
切
り
、
国
民
の
近

代
的

・
科
学
的
視
角
に
よ
る
歴
史
観
の
形
成
を
阻
止
し
つ
づ
け
、
そ
の
後
の
市

民
意
識
形
成
に
影
を
落
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
過
去
は
、
戦
後
の
歴
史
学
に
お
い
て
郷
土
史
と
研
究
分
野
の
二

重
性
と
し
て
う
け
つ
が
れ
両
者
の
関
係
は
、
そ
の
後
の
地
方
史
研
究
、
歴
史
教

育
活
動
の
展
開
に
よ

っ
て
も
、
必
ず
し
も
充
分
な
接
点
を
つ
く
り
だ
せ
な
い
ま

ま
推
移
し
て
き
た
。

こ
の
状
況
に
変
化
が
お
き
る
の
は
、
高
度
経
済
成
長
後
に
お
け
る
社
会
変
化

へ
の
対
応
が
、
地
方
と
市
民
の
課
題
と
さ
れ
″
草
の
根

″
に
表
現
さ
れ
る
底
辺

か
ら
の
行
動
期
に
お
い
て
で
あ
る
。

八
〇
年
代
に
か
け
、
自
然
環
境
や
文
化
財
の
保
護
運
動
、
公
害
や
住
民
の
自

治
と
権
利
の
諸
問
題
、
さ
ら
に
地
方
で
の
政
治
革
新
が
市
民
の
幅
広
い
運
動
と

な

っ
て
展
開
さ
れ
た
。
市
民
の
歴
史
学
習
も
、
行
政
の

「
講
座
」
参
加
、
自
主

学
習
組
織
結
成
な
ど
、
従
来
の

「
郷
土
史
」
主
体
の
枠
を
こ
え
拡
大
さ
れ
た
。

こ
の
間
、

「
地
域
」

「
民
衆
」
が
、
学
習
対
象
と
さ
れ
、
研
究
者
、
教
師
、

学
生
、
市
民
の
共
同
学
習
に
よ
る

「
地
域
掘
り
お
こ
し
」
活
動
が
、
埋
も
れ
た

ま
ま
の
民
衆
伝
統
に
光
を
あ
て
る
成
果
を
生
み
だ
し
た
。

市
民
に
と

っ
て
、
激
変
し
た
社
会
を
見
す
え
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

と
過
去
の
歴
史
主
体

へ
の
認
識
が
、
遺
産
の
継
承
と
選
択
の
な
か
で
迫
ら
れ
た

と
き
で
あ
り
、
研
究
分
野
と
の
接
点
が
、
つ
よ
く
求
め
ら
れ
た
時
で
あ

っ
た
。

私
が
深
く
か
か
わ

っ
た
教
師
と
市
民
共
同
の
二
つ
の
自
主
グ
ル
ー
プ
の
活
動

も
、
古
文
書
や
史
跡
の
学
習
を
と
お
し
て
、
民
衆
と
地
域
を
確
か
め
、
過
去
と

無
縁
で
な
い
現
代
を
見
す
え
た
と
こ
ろ
に
位
置
づ
け
ら
れ

（
八

一
年
春
。

「
神

奈
川
の
社
会
教
育
二
号
」
参
照
）
る
が
、
そ
の
流
れ
は
、
自
由
民
権
百
年
全
国

集
会

へ
の

「
掘
り
お
こ
し
」
と
参
加
に
か
か
わ
り
、
そ
の
市
民
体
験
は
、
現
在

も
学
習
の
場
に
息
づ
い
て
い
る
。

ま
た
、
自
治
体
に
よ
る
編
纂
事
業

（川
崎
市
で
は

「
議
会
史
」

「
労
働
史
」

「
市
史
再
刊
」
や
情
報
公
開
制
度
の
整
備
に
よ
り
、
市
民
の
学
習
基
本
条
件
で

あ
る
史
資
料
の
公
開
が
す
す
み
、
根
本
史
料
と
の
接
触
に
よ
る
歴
史
像
構
築
の

機
会
も
増
大
し
て
い
る
。

こ
の
状
況
と
蓄
積
を
目
に
す
る
と
き
、
市
民
の
学
習
は
歴
史
研
究
と
の
交
流

に
よ
る
科
学
的
視
野
の
拡
大
を
、
ま
た
研
究

・
教
育
分
野
で
は
市
民
、
特
に
高

令
者
層
の
近
代
化
体
験
、
学
習
の
投
影
に
よ
る
研
究
内
容
の
充
実
が
、
と
も
に

成
果
づ
け
ら
れ
、
地
域
と
国
民
に
還
流
さ
れ
る
。

多
様
な
起
点
か
ら
の
市
民
の
歴
史
学
習
が
、
研
究
分
野
と
と
も
に
、
そ
の
歩

み
を

一
層
す
す
め
る
と
き
主
権
者
に
ふ
さ
わ
し
い
歴
史
意
識
を
内
容
と
し
た
国

民
共
有
財
産
と
し
て
の
歴
史
学
が
、
よ
り
豊
か
さ
を
も

っ
て
成
長
す
る
こ
と
は

確
か
で
あ
ろ
う
。
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